

































































作品にもほとんどみられない。ところが、古典彫刻に目を向けてみると、東寺講堂五菩薩像のうち金剛法菩薩像や和歌山・慈光円福院十一面観音像（図３）などの平安初期作例に、後頭部の髪を左右に振り分け耳後ろで連弧状をなす形が認められ、ここにも古典彫刻に倣おうとする仏師の意識 読み取るこ ができる。また、これが図像や絵像では伝わらない側面の造形 あ われた特色であることは看過できない。なぜなら 大報恩寺像の造立にあたって、実際に手本とされた彫像が存在した可能性を示唆してい からである。
さて、このようにみてくると、深山氏が指摘された諸要素、すなわち「両膝下にみる翻波のような衣文とその間
の渦文、左腰前の裙折り返し部の窪んだ皺」なども、漠然と古典研究 みるの は く、手本とされた特定の古典彫刻に由来する表現として捉えることができるのではないだろうか。だとすれば、本群像中 一際大きな彫刻空間をもつようにあらわされた側面観（図４） ついても、たとえば山形・宝積院十一面観音像（図５）に ような平安初期作例 ボリューム豊かな体躯の表現を意識的に取り込んだと解され、他の五軀と比べ、胸や腹の括り線を深めに刻むことで肉取りの強 を強調してい も、やはりそうした意識のあらわれとみてよいだろう。
ここまで、十一面観音像にみられる形式的な特徴や表現上の特色が、いずれも手本とされた古典彫刻に由来する




























































いた体勢表現 よって像に大きな空間が生まれ、豊かな動勢 示すところに特色があ 。これに対し、大報恩寺（図
12）をみると、肉取りが単調で抑揚にも乏しいことから、直立的な硬さのあることは否めない。しかし、これ






すなわち、従来担当仏師の違いによるものと解されてきた本群像内における表現上の差異は、十一面・聖両観音像の場合、古像にイメージソースを求めたことにこそ最大の要因があると考えられた。両像は、奈良末から平安初期、平安後期とそれぞれ範とした時代を異にするもの 、前代彫刻の特徴的な要素を取り入れることで古像のイメージを翻案しているという点で似通った性格 有している。では、そうし 像容が選択された背景として どのようなことが考えられるのであろうか。はじめに、聖観音像 つ 考えてみよう。
先に述べたように、その像容は当代に運慶らが志向した姿との間に明ら な違いが認められる。しかし、ここで




























両像の素地のままとする表面仕上げをはじめ、十分な奥行きをもった側面観 深く鋭く刻まれた衣褶や衣縁を執拗に折り畳む表現は、確かに大報恩寺像と類似するところがあ 。それゆえ れらについて言及される際、しばしば本群像が引き合いに出されてきたわけだが、大報恩寺像が規範 され、以降の展開に影響 及ぼしたのであろう
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井上一稔「奈良国立博物館蔵 　十一面観音檀像について」 （ 『鹿園雑集』 、一九九九年三月） 。
（
6）	










鈴木喜博「栢木像と檀像彫刻」 （ 『美術史』一〇七 九七九年十一月） 。
（
10）	
































































	 十一面観音立像」 （ 「四天王寺の宝物と聖徳太子信仰」展実行委員会編『四天王寺の宝物と聖徳太子
信仰』特別展図録

























叢』一五、一九九三年三月〕 。同『平安時代彫刻史の研究』所収、名古屋大学出版会、二〇〇〇年四月）や、近年快慶作との説の出された東大寺西大門勅額付属の八天王像の ち、金剛力士のみ同寺法華堂像の模刻像であることが指摘されている（奥健夫「東大寺西大門勅額付属の八天王像について」 〔 『南都佛教』八一、二〇〇二年二月〕 ） 。このほか、運慶作の瀧山寺聖観音・梵天・帝釈天像のうち、梵釈の上半身の形制が東寺講堂 を範としている（小山正文「瀧山寺の運慶作品につ て」 〔 『史迹と美術』
	 四九九、一九七九年十一月〕 ）ことも、類する事例とみなすことができよう。
十一面・聖両観音像に特定の規範が存在したと考えられる本群像は、こ した造像の延長上にあるとともに 霊 の模刻という平安時代後期から鎌 時代にかけて活発化した現象の一例として位置付けることが き だろう。
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Rokkannon Statues of Daihōon-ji:
Study Focused on the Jūichimen Kannon and Shō Kannon Statues
Ryusuke	YAMAGUCHI
Rokkannon	 statues	 (Shō	Kannon,	 Senju	Kannon,	 Batō	Kannon,	








This	 thesis	 is	 a	 foothold	 to	clarify	 the	 intention	of	producing	 the	
Rokkannon	as	a	group	of	 six	 statues.	By	giving	attention	especially	 to	
Jūichimen	 Kannon	 and	 Shō	 Kannon	 with	 investigation	 of	 the	
characteristics	of	 their	styles	and	 forms,	 it	 interprets	 the	differences	 in	
expressions	which	have	been	considered	to	be	within	the	range	of	style:	it	
could	be	said	that	the	Jūichimen	Kannon	statue	has	the	similarities	of	the	
Buddhist	statues	made	 from	the	end	of	Nara	 to	 the	early	Heian	period	
such	as	the	expressions	of	 the	garments	and	the	back	part	of	 the	head,	
and	that	the	Shō	Kannon	shows	 influences	of	 those	produced	 in	the	 late	
Heian	period	 accordingly	 their	 forms	of	 tenkandai	 and	garments,	 the	
postures	of	hands,	and	the	views	from	the	side.	Although	the	two	statues	
diverge	on	 the	 time	of	 their	models,	 they	 took	over	 the	characteristic	
elements	of	 the	 sculptures	of	precedent	eras	 to	project	 the	 images	of	
ancient	statues.	For	what	reasons	did	these	statues	take	over	and	evoke	
the	ancient	 statues	 in	 their	appearances?	The	 thesis	clarifies	a	part	of	
design	and	intention	of	Jōkei	who	supervised	in	the	production.
キーワード：大報恩寺，六観音，肥後定慶，檀像，模刻
